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こ
の
一
年
、
「
介
護
保
険
」
制
度
創

設
、
医
療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る

運
動
に
取
り
組
み
つ
つ
、
難
病
対
策
の

⌒＝－～゛J°ミ

後
退
を
阻
止
し
、
一
層
の
拡
充
を
求
め

る
運
動
に
取
り
組
む
中
で
６
月
１
日
、

東
京
・
全
共
連
ビ
ル
で
第
1
2
回
総
会
が

開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
評
議
員
の

活
発
な
討
議
を
経
て
、
医

療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対

と
「
介
護
保
険
」
制
度
の

創
設
に
反
対
し
、
公
的
介

護
保
障
の
確
立
を
め
ざ
す

運
動
を
軸
と
し
て
、
難
病

対
策
の
後
退
を
く
い
止
め
、

小
慢
対
策
と
と
も
に
一
層

の
拡
大
を
め
ざ
す
活
動
な

ど
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
、
患
者
・
家
族
の
心

の
拠
り
所
と
な
る
「
全
国

忠
者
会
館
」
の
建
設
実
現

を
め
ざ
す
運
動
を
展
開
し
、

Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
輪
を
一
層
大
き

く
拡
げ
ま
し
ょ
う
、
な
ど

の
活
動
方
針
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

翌
２
日
、
霞
ヶ
関
ビ
ル
で
午
前
９
時

3
0
分
か
ら
「
医
療
と
介
護
の
拡
充
を
求

め
る
６
・
２
緊
急
患
者
家
族
集
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
に
は
前
日
か

ら
の
参
加
者
を
含
め
、
１
２
０
人
が
集

ま
り
、
手
作
り
の
ゼ
ッ
ケ
ン
、
プ
ラ
カ

ー
ド
、
横
断
幕
と
れ
ぞ
れ
が
持
ち
寄
り
、

医
療
保
険
改
悪
に
反
対
す
る
な
ど
集
会

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
医
療
と
介
誕
の
拡
充
を
求

め
る
請
願
書
を
手
に
し
て
、
請
願
デ
モ

行
進
を
行
い
ま
し
た
。
官
庁
街
を
宣
伝

カ
ー
を
先
頭
に
し
て
、
車
椅
子
や
、
杖

を
突
き
な
が
ら
も
み
な
元
気
に
整
然
と

デ
モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
会
場
を
国
会
議
員
会
館
に

移
し
、
「
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要

望
す
る
請
願
」
行
動
で
し
た
。
み
な
疲

れ
た
身
体
を
も
の
と
も
せ
ず
、
各
議
員

会
館
室
を
訪
ね
紹
介
議
員
と
し
て
の
お

願
い
に
回
り
ま
し
た
。

　

盛
り
沢
山
の
二
日
間
の
行
動
で
し
た

が
、
参
加
者
は
社
会
保
障
の
後
退
に
反

対
し
、
こ
れ
か
ら
の
ゆ
た
か
な
医
療
と

福
祉
の
拡
充
を
求
め
る
運
動
を
強
め
て

い
く
こ
と
の
決
意
を
新
た
に
各
地
域
へ

団
体
へ
と
散
会
し
ま
し
た
。
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社
会
保
障
の

後
退
阻
止
へ

全
国
の
仲
間
の
結
集
を

　

医
療
保
険
制
度
改
悪
、
介
護
保
険
制
度

創
設
な
ど
社
会
保
障
制
度
の
後
退
が
加
速

度
を
増
し
て
い
中
、
Ｔ
Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
1
2
回
総
会

が
６
月
―
日
、
東
京
・
全
共
連
ビ
ル
で
新

規
に
加
盟
予
定
の
愛
知
県
難
病
連
を
含

め
、
3
6
団
体
の
評
議
員
な
ど
全
国
か
ら
約

１
０
０
人
が
参
加
し
て
午
後
一
時
か
ら
開

会
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
伊
藤
代
表
幹
事
は
、
「
□
本
の

社
会
保
障
の
歴
史
の
中
で
、
非
常
に
重
要

な
時
期
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
ひ
と
つ
は
「
介
護
保
険
」
問
題
で
す
。

こ
の
法
案
は
様
々
な
欠
点
を
か
か
え
て
い

iゆたかな医療・福祉の確立をめざして

　

第12回総会

　　　　

日本患者･家族団体協鱗会りＰ
…………”･叩呼

"

Ｊ
Ｐ
Ｃ
第
1
2
回
総
会
開
催

　

ま
す
。
そ
し
て
「
介
護
保
険
」
導
入
を
皮

　

切
り
に
口
本
の
社
会
保
障
が
保
険
化
し
て

　

い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
　

次
に
、
医
療
保
険
制
度
『
改
革
』
案
で

　

す
。
こ
の
制
度
改
悪
は
今
回
だ
け
で
は
あ

　

り
ま
せ
ん
。
第
二
、
第
三
の
改
悪
が
予
定

　

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、
慢
性
疾
患
に

　

つ
い
て
定
額
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
い

　

ま
す
。

　
　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
難
病
対
策
の

　
　

『
見
直
し
』
案
が
示
さ
れ
る
と
い
う
状
況

　

に
な
っ
て
い
ま
す
。
難
病
患
者
の
『
と
り

　

で
』
と
し
て
の
難
病
対
策
ま
で
も
が
後
退

　

し
て
い
く
こ
と
に
な
れ
ば
、
一
体
ど
こ
で
、

　

ど
の
よ
う
に
難
病
患
者
の
療
養
生
活
を
支

　

え
て
い
く
の
か
と
い
う
重
要
な
問
題
が
突

　

き
付
け
ら
れ
て
き
ま
す
。

　
　

今
年
は
非
常
に
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま

　

す
。
こ
の
総
会
で
各
団
体
と
力
を
あ
わ
せ

　

て
今
後
の
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

　

と
考
え
ま
す
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
　

9
6
年
度
活
動
報
告
は
小
林
事
務
局
長
か

　

ら
次
の
よ
う
に
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
　

「
こ
の
一
年
間
、
介
護
保
険
制
度
創
設
、

　

医
療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
運
動
に

　

取
り
組
み
つ
つ
、
難
病
対
策
の
後
退
を
阻

①
止
し
、
い
っ
そ
う
の
拡
充
を
求
め
る
運
動

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

咋
年
Ｈ
月
、
束
京
で
『
介
護
保
険
構
想

反
対
、
医
療
保
険
制
度
改
悪
反
対
全
国
患

者
・
家
族
集
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま

た
、
初
め
て
、
各
政
党
、
医
師
会
、
看
護

協
会
、
労
働
組
合
な
ど
1
2
団
体
・
政
党
に

要
請
書
を
持
ち
、
行
動
し
ま
し
た
。

　

介
護
保
険
創
設
、
医
療
保
険
制
度
改
悪

に
反
対
す
る
運
動
と
し
て
、
政
党
、
団
体

に
対
す
る
申
入
れ
行
動
の
ほ
か
、
２
月
か

ら
『
医
療
と
介
護
の
拡
充
を
求
め
る
請
願
』

署
名
に
取
り
組
み
、
短
期
間
で
約
3
8
万
５

千
人
分
の
署
名
を
集
め
、
４
月
2
1
口
に
国

会
に
請
願
し
ま
し
た
。
」

　

9
6
年
度
決
算
報
告
は
青
山
常
任
幹
事
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
、
村
松

会
計
監
査
か
ら
「
決
算
は
適
正
に
処
理
さ

れ
て
い
た
」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
の
の
ち
、
活
動
報
告
、
決
算
報
告
、

会
計
監
査
報
告
は
一
括
し
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

9
7
年
度
活
動
方
針
は
伊
藤
代
表
幹
事
が

次
の
よ
う
に
提
案
し
ま
し
た
。

　
　

「
『
ら
い
予
防
法
の
廃
止
』
や
『
薬
害

エ
イ
ズ
訴
訟
』
で
の
実
質
的
な
勝
利
と
恒

久
対
策
の
推
進
、
医
療
面
に
お
け
る
様
々

な
発
展
な
ど
、
社
会
全
体
で
大
き
な
成
果

を
勝
ち
取
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
一
方
で
、
難
病
患
者
や
障
害
者

を
切
り
捨
て
高
齢
者
の
負
担
を
さ
ら
に
重

□

　

ご
来
賓
（
敬
称
略
）

松
本

　

善
明
（
日
本
共
産
党
衆
議
院
議
員
）

公
文

　

昭
夫
（
中
央
社
会
保
障
推
進
協
議

会
副
会
長
）

遠
山

　
　

亨
（
全
日
本
国
立
医
療
労
働
組

合
委
員
長
）

吉
本

　

哲
夫
（
障
害
者
の
生
活
と
権
利
を

守
る
全
国
連
絡
協
議
会
会
長
）

□

　

祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

（
敬
称
略
・

順
不
同
）

●
厚
生
省
保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
長
・

遠
藤
明

　

●
全
国
病
院
栄
養
士
協
議
会

●
新
党
さ
き
が
け
・
堂
本
暁
子

　

●
日
本

共
産
党
衆
議
院
議
員
・
児
玉
健
次
／
衆
議

院
議
員
・
瀬
古
由
起
子
／
参
議
院
議
員
・

西
山
と
き
子
／
衆
議
院
議
員
・
正
森
成
二

／
参
議
院
議
員
・
笠
井
亮
／
衆
議
院
議
員

・
佐
々
木
陸
海
／
参
議
院
議
員
・
緒
方
靖

夫
／
衆
議
院
議
員
・
藤
木
洋
子
／
衆
議
院

議
員
・
寺
前
巌
／
衆
議
院
議
員
・
矢
島
恒

夫
／
参
議
院
議
員
・
須
藤
美
也
子
／
衆
議

院
議
員
・
山
原
健
二
郎
／
衆
議
院
議
員
・

佐
々
木
憲
昭
／
参
議
院
議
員
・
聴
濤
弘

●
全
国
保
険
医
団
体
連
合
会

　

●
東
京
難

病
団
体
連
絡
協
議
会

　

●
社
団
法
人
・
埼

玉
県
障
害
難
病
団
体
協
議
会

　

●
化
学
物

質
過
敏
症
患
者
の
会

　

●
福
岡
県
難
病
団

体
連
絡
会

　

●
広
島
県
難
病
団
体
連
絡
協

議
会

　

●
日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
医

療
部
会

　

●
全
国
じ
ん
肺
患
者
同
盟

∧卜半痢y･卜I1997- 7532
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総会アピール

　

私たちＪＰＣは今日、12回目の総会を迎えました。全国から100

名余の会員が集い、これまでの運動を確かめ、これからの運動の在

り方を確認しました。

　

この４月から消費税が５％に値上げされ、それに便乗したかのよ

うに、公共料金や多くの生活必需品が値上げされ、私たちのような

患者・障害者や高齢者の生活は、一段と苦しくなりました。

　

医療保険制度の「改革」案は、実施時期や負担増の内容をわずか

に修正したものの、患者・国民に大幅な負担増を強いる形で衆議院

を通り、参議院へ送られました。また、「介護保険制度」も、私た

ちは一昨年からさまざまな角度から検討をすすめ、この制度の導入

は「制度あって介護なし」になる恐れありとして一貫して反対して

きました。

　

私たちは。この二つの法案に反対の意思を表明して、２月から４

月にかけて緊急の男名活動に取り組み、短期間だったにもかかわら

ず、38万を超える署名を集め、４月21日に国会に届けました。一部

受け取ってくれない議員もありましたが、予想以上に多くの議員が

私たちの要望に耳を傾けてくれました。

　

このことは、毎年取り組んでいる「総合的雌病対策の早期確立」

を求める国会講願が、一昨年、昨年と２年続いて採択されているこ

とと相まって、ＪＰＣ活動が国の政策に一定の影響力を持つことが

できたと確信できます。

　

このような情勢の中、政府はさらに社会保障の削減をすすめ、国

民の負担を増やす方向を明らかにしました。薬価制度の見直し、高

齢者の医療費負担増。年金の給付水準の引き下げなど、どれもこれ

からの私達の生活をおびやかすものです。しかし私達は、ひるむこ

となく、ＪＰＣの基本理念である「何よりも人間の尊厳が大切にさ

れる社会の実現」をめざして運動を続けてゆくことを決意します。

　

去る２月26口、ＪＰＣの結成時から代表を務められた長宏さんが

亡くなりました。長さんは、その一生をかけて「真に人間らしく生

きるために」と社会保障の拡充をめざして患者連動の先頭に立って

こられました。長さんを失ったことは残念ですが、私たちは、今ま

での運動をさらに発展させてゆくことで長さんの遺志を引き継ぎ、

難病患者やその家族の幸せを築いて行く決意です。全国23万人の仲

間が結束し。それを可能にすることに全力をつくすことをここに誓

い決議します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1997年６月１日

　　　　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会

　

第12回総会
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く
す
る
『
介
護
保
険
』
法
案
創
設
な
ど
、

わ
が
国
の
社
会
保
障
の
仕
組
み
の
変
化
と

後
退
は
ま
す
ま
す
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

9
7
年
度
は
、
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
反

対
と
『
介
護
保
険
』
制
度
創
設
に
反
対
し
、

公
的
介
護
保
障
の
確
立
を
め
ざ
す
運
動
を

軸
と
し
て
、
難
病
対
策
の
後
退
を
く
い
止

め
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
の
対
象
拡
大
を

め
ざ
す
活
勁
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

薬
害
や
医
療
災
害
の
根
絶
と
イ
ン
フ
ォ

ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
の
確
立
を
め
ざ
す
た

め
に
、
厚
生
行
政
全
般
に
わ
た
る
情
報
公

開
を
求
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
の
患
者
・
家
族
の
心
の
拠
り
所
と

な
る
『
全
国
忠
者
会
館
』
の
実
現
を
目
指

す
運
動
を
展
開
し
、
総
合
的
難
病
対
策
早

期
確
立
を
め
ざ
す
国
会
請
願
の
連
続
採
択

を
勝
ち
取
り
、
Ｊ
Ｐ
Ｃ
の
輪
を
一
層
大
き

く
広
げ
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
予
算
の
提
案
の
の
ち
、
質
疑
、

討
論
が
行
わ
れ
、
活
動
方
針
案
、
予
算
案

と
も
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
［
口
は
濤
（
お
お
な
み
）
役
ｎ

選
出
委
員
長
か
ら
補
者
名
簿
で
提
案
。
原

案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
後
、

新
幹
事
会
を
開
き
、
常
任
幹
事
の
選
出
を

行
い
、
代
表
幹
事
、
事
務
局
長
を
含
む
常

任
幹
事
９
人
が
互
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
総
会
ア
ピ
ー
ル
案
（
別
掲
）
の

提
案
が
落
合
常
任
幹
事
か
ら
提
案
さ
れ
、

拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

閉
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
辻
川
常
任

幹
事
は
、
「
明
目
は
２
つ
の
行
動
が
控
え

て
い
ま
す
。
身
体
に
気
を
つ
け
て
元
気
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
」
と
、
締
め
く
く
り
、

総
会
は
終
了
し
ま
し
た
。

,夕33



197fi年２月25 Fl第三狸郵便物認可（毎週４同月曜・火曜一木|雁・金曜発行) S S K 0　増刊通巻2985号　19'J7年７月20口発行

Ｉ

　

質

　

疑
（
要
旨
）
か
ら

　

〈
渡
辺

　

孝
・
日
肝
協
〉

　
　

「
医
療
と
介
護
の
拡
充
を
求
め
る
」
緊

急
国
会
詰
願
署
名
を
受
け
取
ら
な
か
っ
た

政
党
を
明
ら
か
に
す
べ
き
で
す
。

　

〈
小
長
谷
禎
一
・
京
都
難
病
連
〉

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
始
ま
っ
た
「
難
病

等
居
宅
生
活
支
援
事
業
」
の
各
県
の
実
施

状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

《
小
林
事
務
局
長
》

　

今
回
の
緊
急
署
名
で
は
与
党
３
党
は
党

と
し
て
は
受
け
取
ら
な
い
方
針
で
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
与
党
議
員
で

も
個
人
と
し
て
紹
介
議
員
を
受
け
て
く
れ

1997年度JPC役員一覧

た
議
員
も
い
ま
す
。

　

難
病
等
居
宅
生
活
支
援
事
業
は
、
今
年

１
月
か
ら
の
実
施
は
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村

で
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
制
度
そ
の

も
の
は
一
定
の
評
価
を
し
て
い
ま
す
が
、

実
際
の
運
用
で
は
市
町
村
に
混
乱
が
あ

り
、
患
者
支
援
事
業
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で

至
っ
て
い
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
す
。

　

〈
米
山

　

啼
・
大
阪
難
病
連
〉

　

３
月
1
9
口
付
け
の
特
定
疾
患
対
策
懇
談

会
報
告
書
に
は
非
常
に
驚
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
医
療
保
険
制
度
改
悪
に
匹
敵
す
る
よ

う
な
危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。
特
定
疾

患
の
対
象
疾
患
「
見
直
し
」
反
対
の
具
体

的
運
動
方
針
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

：４

　

《
伊
藤
代
表
幹
事
》

　

2
5
年
に
わ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
を

積
み
重
ね
て
き
た
難
病
対
策
が
後
退
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
な
行

動
を
常
任
幹
事
会
で
討
議
し
、
皆
さ
ん
に

お
は
か
り
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

〈
高
橋
豊
栄
・
高
知
県
難
病
連
〉

　

今
後
の
運
動
の
進
め
方
で
必
要
な
の
は

情
報
公
開
だ
と
思
い
ま
す
。
薬
価
の
決
定

の
問
題
、
新
薬
の
承
認
な
ど
を
国
民
に
知

ら
せ
、
世
論
を
バ
ッ
ク
に
し
て
無
駄
を
な

く
し
て
い
け
ば
、
社
会
保
障
の
後
退
は
防

げ
る
と
思
い
ま
す
。

　

〈
村
田
忠
彦
・
ス
全
協
〉

　

特
定
疾
患
対
策
の
後
退
が
論
議
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
ス
モ
ン
研
究
費
が
二
千
万
円

に
削
減
さ
れ
る
と
い
う
動
き
に
対
し
て
、

増
額
の
要
求
を
し
て
運
動
を
す
す
め
た
結

果
、
八
千
万
円
ま
で
復
活
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

《
伊
藤
代
表
幹
事
》

　

情
報
公
開
を
初
め
て
活
動
方
針
案
に
い

れ
ま
し
た
。
ど
う
い
う
問
題
を
ど
の
よ
う

な
方
法
で
取
り
組
ん
で
い
け
ば
良
い
の
か

勉
強
し
つ
つ
、
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　

い
ま
こ
の
時
期
、
闘
い
を
通
じ
て
一
つ

で
も
、
二
つ
で
も
不
当
な
提
案
を
押
し
戻

し
、
要
求
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
こ
と
は
大

変
は
げ
ま
さ
れ
る
内
容
で
あ
り
ま
し
た
。

役　職 氏　　名 団　体　名

★代表幹事 伊藤たてお 北海道難病連

★事務局長 小　林　孟　史 全　　腎　　協

　幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

★幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

　幹　　事

★幹　　事

　幹　　事

矢　野　　　肇

山　埼　洋　一

海　和　博　司

岡　部　　　茂

須　藤　武　信

黒　崎　本　一

瀬志本　正　夫

杉　山　辰　失

安　藤　晴　美

貝　沼　栄　一

葛　城　貞　三

加　納　正　雄

湾　　　米　三

永　瀬　哲　失

神　田　菊　三

森　田　良　恒

土　倉　　　匡

森　沢　繁　雄

高　橋　豊　栄

菅　　　裕　子

小　松　　　諭

二　木　一　三

原　田　恒　夫

人　中　幸　雄

辻　川　部　子

辻　川　寿　之

小　関　　　惨

落　合　希　子

河　野　　　都

神　　　美知宏

高　畠　譲　二

小　林　義　雄

大　泉　　　廣

安　部　隆　夫

青　山　静　可

協　田　和　美

北海道難病連

秋田県難病遮

山形県難病連

福島県難病達

茨城県難病連

群馬県難病連

長野県難病連

静岡県難病連

岐阜県難病連

愛知県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県難病連

奈良県難病運

和歌山県難病連

岡山県難病連

香川県難病連

高知県難病連

愛媛県難病連

佐賀県難病連

大分県難病巡

宮崎県難病連

鹿児島難病連

ス　　全　　協

全　　交　　災

全　　腎　　協

心臓病守る会

パーキンソ

全　　療　　協

日　　肝　　協

日　患　同　盟

仝　　低　　肺

オストミー

日　　喘　　達

も　や　の　会

会計監査

会計監査

村　桧　静　夫

井　上　尚　直

静岡県難病

日　　肝　　協

注

　

★印は常任幹事会構成メンバー

十回紆０仏|1997- 7534
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６
月
２
日
、
総
会
参
加
の
評
議
員
、
オ

ブ
ザ
ー
バ
ー
を
は
じ
め
在
京
患
者
団
体
の

代
表
１
２
０
人
が
参
加
し
て
、
「
医
療
と

介
護
の
拡
充
を
求
め
る
６
・
２
緊
急
患
者

・
家
族
集
会
」
が
霞
ヶ
関
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

で
午
前
９
時
3
0
分
か
ら
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

情
勢
報
告
に
立
っ
た
小
林
事
務
局
長

は
、
「
医
療
保
険
制
度
改
悪
を
阻
止
し
、

今
後
予
想
さ
れ
る
第
二
、
第
三
の
医
療
保

険
制
度
改
悪
を
許
さ
な
い
強
力
な
運
動
を

展
開
し
て
い
く
」
と
決
意
表
明
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
、
国
が
二
切
の
聖
域
を
設

け
な
い
』
と
し
て
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

　

『
財
政
構
造
改
革
』
の
中
で
、
真
っ
先
に

あ
げ
て
い
る
社
会
保
障
の
切
り
捨
て
に
言

及
し
、
厚
生
省
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る

難
病
対
策
の
『
見
直
し
』
論
議
が
い
ま
患
者

会
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
る
と
の
認
識
を

持
つ
必
要
が
あ
り
、
厚
生
省
特
定
疾
患
対

策
懇
談
会
が
去
る
３
月
1
9
日
に
発
表
し
た

　

『
特
定
疾
忠
治
療
研
究
事
業
に
関
す
る
対

象
疾
患
検
討
部
会
報
告
』
で
明
ら
か
に
さ

れ
た
、
４
つ
の
要
素
に
基
づ
く
対
象
疾
患

の
『
見
直
し
』
の
問
題
点
を
示
し
ま
し
た
。

　

い
ま
、
「
参
議
院
で
審
議
さ
れ
て
い
る

医
療
保
険
制
度
改
悪
に
反
対
す
る
運
動

は
、
難
病
対
策
の
後
退
を
阻
止
す
る
運
動

に
も
つ
な
が
り
ま
す
」
と
報
告
し
ま
し
た
。

　

集
会
は
緊
急
集
会
ア
ピ
ー
ル
（
別
掲
）

を
採
択
し
た
の
ち
、
「
医
療
と
介
護
の
拡

充
を
求
め
る
」
国
会
請
願
デ
モ
行
進
に
出

発
し
ま
し
た
。
宣
伝
力
Ｉ
を
先
頭
に
霞
ヶ

関
を
出
発
し
、
文
部
省
、
大
蔵
省
前
を
通

り
「
医
療
保
険
制
度
改
悪
反
対
」
な
ど
の

プ
ラ
カ
ー
ド
や
ゼ
ッ
ケ
ン
を
つ
け
て
整
然

と
国
会
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

医
療
と
介
護
の
拡
充
を

求
め
る
緊
急
集
会
開
催

　　　　

患者・国民に大幅な負担増を求める医療保険制度の改悪に反対し、

　　　

｜

　　　　

「保険あって介護なし」の介護保険制度創設に反対する決議

　　　　　　　

｜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１

　

健f呆本人の給付率を引下げ、老人の自己負担をま

　　

と､無保険者が大址に発生する可能性があること､厳

　

｜

たも引き上げ､加えて全患者から薬代を二重取りし、

　

しい認定の結果、必要な介護が受けられない被保険

　

ｌ

政竹健保の保険料率を引き上げる医療保険制度「改

　

者（加入者）が多数でて「受給の権利主張ができるJ i

革」案と、「保険あって介護なし」といわれる介護

　　

という厚生省の宣伝と矛盾する結果となるであろう

　

｜

保険法案が十分な密議もされずに衆議院で可決さ

　　

ことなどの理山をあげて強く反対してきました。

　　

｜

れ、いま参議院で審議されています。

　　　　　　　　　

こうした制皮改悪に加えて、雌病・特定疾患の公

　

；

　

私たちはかねてから、医療保険制度改悪案は、忠

　　

費負担のあり方についても見直しの動きがあり、私

　

ｉ

者・国民負担を強化することで国民の医療を受ける

　　

たちに強い不安を与えています。

　　　　　　　　　　

｜

機会をいっそう狭めるものであるとの立場から強く

　　　

私たちはこうした立場から、すでに４月には38万

　

ｌ

反対してさました。しかも、この制度改懸は今後に

　　

人の署名をもって国会に砧願を行いましたが丿11会

　

ｉ

予定される改悪スケジュールの第一弾に過ぎず、21

　

終盤にあたり、両法案に強く反対することを改めて

　

｜

吐紀に向けて、とくに一老人医療を敵視した改悪案

　

強く訴えます。

　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

が次々に出されてくるそのスタートであるとされて

　　　

私たちは、病気になっても、介護が必要な身にな

　

｜

います。私たちはこのような制度改悪に強く反対し

　　

っても、経済的な不安なく、人としての尊厳が尊重

　

｜

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

される医療や介護が、年齢や経済的な条件にかかわ

　

｜

　

介護傑険法案についても私たちは、65歳未満の要

　

らず、いつでもだれでもどこでも受けられる制皮の

　

｜

介護者が一部例外を除いては対象とされないこと、

　

拡充を強く要望します。

　　　

以上、決議します。

　

１

保険料負担や利川者負担が国民の経済的な重荷とな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1997年６月２日

　

｜

ること、制度がスタートしても必要な介､迎サービス

　　　　　　　　　

日本患者・家族団体協議会

　　　　　

ｌ

が提供されなかったり地域格差がでるであろうこ

　　　　　　　

「医療と介護の拡充を求める緊急集会j !

｡IP●の仰醸1997- 7
535
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本
人
２
割
・
老
人
入
院
費
値
上
げ
・
薬
剤
二
重
ど
り

医
療
保
険
制
度
改
悪
法
案
成
立

　

医
療
保
険
制
度
「
改
正
」
関
連
法
案
が

６
月
1
3
日
、
参
議
院
で
修
正
可
決
さ
れ
、
６

月
1
6
日
、
衆
議
院
で
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

今回の健保改悪一覧

　

各
給
付
率
に
よ
る
薬
剤
費
一
部
負
担
と

は
別
に
「
二
重
取
り
」
す
る
外
来
薬
剤
費

負
担
の
取
り
方
な
ど
が
、
薬
剤
費
一
部
負

現行 改　悪　後 薬　削　費　ｎ　担

健保本人

忠行ｎ択

保険杵か

１割

8.詐

２割

8.5%

・内服薬に円分につき）

　　１種類　　　　　Ｏ円

　　２～３種類　　　30円

　　４～５種類　　　60円

　　６種類以上　　100円

・外JI」薬（１調剤につ到

　　１種類　　　　　50円

　　２種類　　　　100円

　　３種類以上　　150円

･1堕服薬（１調削につ抑

　　１種類　　　　　10円

70汲以ヒ

入院ｎ担

　川

外来負担

710円

1020円

1000円(1997年度)

1100円(1998年度)

1200円(1999<ﾄ度)

Ｉ医療機関1I"1ごと

　500円

　(2000円限度)

※６ぽ未満の･片の薬剤負批はOI土

※老齢福祉年金受給者であって、iﾓたる生計維持者が肝II｣吋民税非i摩税万の者の薬剤Ｇ

　

批は０円。

担
よ
り
患
者
負
担

が
多
く
な
る
と
い

う
矛
盾
が
生
じ
る

こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
参
院
で
与
党

が
「
修
正
」
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た

と
い
う
事
情
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た

め
、
参
院
可
決
後
、

衆
院
に
再
送
付
さ

れ
、
可
決
成
立
し

た
も
の
で
す
。

　

こ
の
法
律
は
９

月
１
日
か
ら
実
施

さ
れ
ま
す
。
こ
の

制
度
が
施
行
さ
れ

ま
す
と
、
難
病
・

慢
性
疾
患
患
者
な

ど
の
薬
剤
を
数
種

類
も
ら
う
人
ほ
ど

患
者
負
担
の
割
合

が
大
き
く
な
り
ま

６

す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
外
来
で
こ

れ
ま
で
の
二
倍
か
ら
三
倍
の
患
者
負
担
増

と
な
り
ま
す
。
入
院
に
つ
い
て
は
、
9
7
年

度
で
１
口
1
0
0
0
円
、
9
8
年
度
は
1
1

0
0
円
、
9
9
年
度
は
1
2
0
0
円
、
し
か
も

2
0
0
1
年
以
降
は
医
療
費
の
伸
び
に
応

じ
て
値
上
げ
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
改
悪
は
、
医
療
保
険
制
度
「
改
革
」

の
第
一
段
階
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
の
改

悪
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
風

邪
や
腹
痛
な
ど
の
軽
い
医
療
に
つ
い
て

は
、
医
療
保
険
の
対
象
か
ら
は
ず
し
、
医

薬
品
の
保
険
給
付
除
外
や
慢
性
疾
患
を
高

「
介
護
保
険
」

創
設
法
案

継
続
審
議
へ

　

新
た
な
保
険
料
な
ど
を
国
民
か
ら
徴
収

し
、
高
齢
者
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
「
介
護
保
険
法
」
案
が
、
十
分
な
審
議

時
間
を
確
保
す
る
見
通
し
が
立
た
な
い
た

め
と
の
理
由
で
先
の
国
会
で
成
立
せ
ず
、

継
続
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
制
度
の
不
成
立
は
、
2
0
0
0
年
度

ス
タ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
た
た
め
、
市
町

村
の
準
備
作
業
の
遅
れ
な
ど
に
つ
な
が
り
、

当
初
予
定
は
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

齢
者
医
療
と
同
様
に
包
括
し
て
定
額
制
に

し
、
老
人
保
健
制
度
の
「
見
直
し
」
を
行

う
な
ど
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
改
悪
で
の
特
定
疾
患
治
療
研
究

事
業
の
対
象
疾
患
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
全
額
公
費
負
担
と
な
り
、
薬
剤
の

上
乗
せ
負
担
分
に
つ
い
て
も
公
費
負
担
の

対
象
と
な
り
一
切
の
医
療
費
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
単
独
で
公
費
負
担
助

成
を
上
乗
せ
し
て
い
る
都
道
府
県
に
お
い

て
、
今
回
の
改
悪
に
対
し
て
予
算
措
置
を

講
じ
て
全
額
公
費
負
担
を
予
定
し
て
い
る

か
各
地
難
病
連
で
確
認
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

1
1
4
－
４
Ｓ
Ｉ
Ｉ
４
Ｓ
４
り

　

私
た
ち
は
、
6
5
歳
未
満
の
要
介
護
者
が

一
部
例
外
を
除
い
て
は
対
象
と
さ
れ
な
い

こ
と
、
保
険
料
負
担
や
利
用
者
負
担
が
国

民
に
経
済
的
な
重
荷
と
な
る
こ
と
、
必
要

な
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
な
か
っ
た

り
、
地
域
間
格
差
が
で
る
で
あ
ろ
う
こ
と
、

無
保
険
者
が
大
量
に
発
生
す
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
な
ど
の
理
由
を
あ
げ
て
、
「
保
険

あ
っ
て
介
護
な
し
」
と
い
わ
れ
る
「
介
護

保
険
法
」
案
に
反
対
し
て
き
ま
し
た
。

　

介
護
が
必
要
な
身
に
な
っ
て
も
、
経
済

的
な
不
安
な
く
、
人
と
し
て
の
尊
厳
が
尊

重
さ
れ
る
介
護
が
年
齢
や
経
済
的
な
条
件

に
関
わ
ら
ず
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

ど
こ
で
も
受
け
ら
れ
る
公
的
介
護
保
障
制

度
の
拡
充
を
求
め
ま
す
。

☆①柚ト,;
７
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県難病連愛知

　

新規加盟で

ＪＰＣ加盟団体

　

36団体に

　

６
月
１
日
、
総
会
に
愛
知
県
難
病
団
体

連
合
会
の
貝
沼
栄
一
会
長
が
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
と
し
て
参
加
し
、
そ
の
際
、
加
盟
申
込

み
の
意
思
表
示
が
あ
り
、
満
場
の
拍
手
で

歓
迎
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
難
病
連
は
、
加
盟
2
0
団
体
（
愛
知
ス

モ
ン
の
会
、
全
国
膠
原
病
支
部
、
全
国
筋

無
力
症
支
部
、
日
本
リ
ウ
マ
チ
支
部
、
愛

知
県
腎
協
、
愛
知
県
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

協
会
、
泉
の
会
、
愛
知
あ
ゆ
み
の
会
、
言

語
障
害
児
を
育
て
る
会
、
突
発
性
難
聴
友

の
会
、
全
国
二
分
脊
椎
症
、
低
肺
機
能
グ

ル
ー
プ
、
若
竹
会
、
愛
知
県
肝
友
会
、
愛

知
心
臓
病
の
会
、
再
生
つ
ば
さ
の
会
、
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
小
児
糖
尿
病
の
会
、
諸

難
病
の
会
）
、
会
員
は
約
一
万
人
で
す
。

愛
知
県
難
病
連
の
加
盟
で
、
地
域
難
病
連

加
盟
団
体
は
2
4
団
体
、
全
国
疾
病
1
2
団
体

と
あ
わ
せ
て
3
6
団
体
と
な
り
ま
し
た
。

靴
証
甕
蓉
戮
戮
蜜
言

　

厚
生
省
は
、
こ
の
た
び
診
療
報
酬
明
細

書
等
（
レ
セ
プ
ト
）
の
被
保
険
者
へ
の
開

示
に
つ
い
て
、
老
人
保
健
福
祉
局
長
、
保

険
局
長
、
社
会
保
険
庁
運
営
部
長
の
連
名

で
各
都
道
府
県
へ
通
知
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
秘
密
の
保
護
及
び
診
療
上
の

必
要
性
と
い
う
理
由
か
ら
レ
セ
プ
ト
の
開

示
に
応
じ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
被
保

険
者
か
ら
レ
セ
プ
ト
の
開
示
を
求
め
る
要

望
が
高
ま
っ
て
お
り
、
被
保
険
者
へ
の
サ

新
規
疾
病
団
体

　

全
脊
柱
連

　

結
成
大
会
開
く

　

全
国
脊
柱
靭
帯
骨
化
症
患
者
家
族
連
絡

協
議
会
が
６
月
2
9
日
、
東
京
で
全
国
疾
病

団
体
と
し
て
の
結
成
総
会
を
開
き
ま
し

た
。
昨
年
ｎ
一
月
に
全
国
組
織
結
成
準
備
会

を
発
足
し
、
北
海
道
、
長
野
県
、
大
阪
府
、

岡
山
県
、
広
島
県
の
県
単
組
織
を
は
じ
め

個
人
参
加
者
を
含
め
た
総
会
と
な
り
ま
し

た
。
今
年
中
に
Ｊ
Ｐ
Ｃ
に
加
盟
す
る
予
定

で
す
。
Ｊ
Ｐ
Ｃ
は
じ
め
各
県
難
病
連
に
も

組
織
拡
大
の
応
援
要
請
を
し
て
い
ま
す
。

－
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
一
環
と
し
て
開
示

を
認
め
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

　

同
通
知
に
よ
る
と
、
被
保
険
者
か
ら
保

険
者
に
対
し
レ
セ
プ
ト
開
示
の
求
め
が
あ

っ
た
場
合
、
以
下
の
件
を
確
認
し
た
上
で

レ
セ
プ
ト
を
開
示
し
ま
す
。

　

①
レ
セ
プ
ト
開
示
を
求
め
る
者
と
レ
セ

プ
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る
者
と
が
同
一
で

あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
、
②
保
険
医

療
機
関
等
に
対
し
て
、
レ
セ
プ
ト
を
開
示

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
本
人
が
傷
病
名
等
を

知
っ
た
と
し
て
も
本
人
の
診
療
上
支
障
が

生
じ
な
い
旨
を
確
認
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、

主
治
医
の
判
断
を
求
め
る
も
の
と
す
る
こ

と
、
③
レ
セ
プ
ト
に
係
る
②
の
確
認
に
つ

い
て
は
、
当
該
調
剤
報
酬
明
細
古
に
記
載

さ
れ
た
保
険
医
療
機
関
等
に
対
し
て
行
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

　

な
お
、
被
保
険
者
が
未
成
年
も
し
く
は

禁
治
産
者
で
あ
る
場
合
の
法
定
代
理
人
ま

た
は
被
保
険
者
の
委
任
を
受
け
た
弁
護
士

か
ら
被
保
険
者
に
代
わ
っ
て
開
示
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
遺
族
か
ら
の
開

示
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、

各
保
険
者
の
判
断
に
お
い
て
、
社
会
通
念

に
照
ら
し
適
当
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
開

示
し
て
差
し
支
え
な
い
、
と
し
て
い
ま
す
。

　

レ
セ
プ
ト
と
は
、
医
療
機
関
が
１

か
月
ご
と
に
治
療
費
や
薬
品
代
を
集

計
し
て
、
患
者
が
加
入
し
て
い
る
保

険
者
（
健
康
保
険
組
合
や
市
町
村
な

ど
）
に
請
求
す
る
「
診
療
報
酬
明
細

書
」
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
、
患
者

が
病
院
な
ど
の
窓
口
で
受
け
取
る
領

収
書
と
は
違
い
、
病
名
、
治
療
薬
、

検
査
、
手
術
な
ど
項
目
ご
と
の
費
用

の
明
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

JPC

協力会員募集

ＪＰＣを財政的に支える協力

会員、今年度目標は1000□。

輪を大きく広げてください。

加入をお待ちしています。

特典：海外研修派遣

　　　　

(全国交流集会で抽選)

　　　　

機関紙

　　　　

｢ＪＰＣの仲間｣

会費：年間１口

　　　　

3000円(何口でも可)

申込：各加盟団体または

　　　　

ＪＰＣ事務局

郵便振替00150-5-90B55

　　　　　

JPC事業部

７

Ｊｊ万JI呵呵》伸・
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総
合
的
難
病
対
策
を
求
め
る

国
会
請
願
３
年
連
続
両
院
で
採
択

　

「
総
合
的
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要

望
す
る
」
国
会
請
願
は
、
６
月
1
8
口
、
衆

・
参
両
院
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
詰

願
採
択
は
３
年
連
続
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
請
願
は
、
６
月
２
日
（
月
）
、
全

国
か
ら
集
め
ら
れ
た
7
8
万
人
分
を
超
え
る

署
名
簿
を
携
え
、
全
国
の
代
表
１
２
０
人

が
衆
・
参
両
院
議
員
に
訪
願
書
提
出
の
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
難
病
対
策
の
早
期
確
立
を
要

望
し
て
、
難
病
の
原
因
究
明
、
治
療
法
確

立
、
難
病
、
長
期
療
養
患
者
の
た
め
に
国

立
療
養
所
の
整
備
、
身
体
障
害
者
福
祉
法

な
ど
各
種
制
度
の
谷
問
に
お
か
れ
て
い
る

難
病
患
者
ら
の
総
合
的
対
策
の
確
立
、
看

護
婦
不
足
の
早
急
な
解
消
、
安
心
し
て
生

活
で
き
る
年
金
制
度
、
東
京
に
「
全
国
患

者
会
館
」
、
全
都
道
府
県
に
「
難
病
セ
ン

タ
ー
」
の
設
置
、
と
の
６
事
項
を
挙
げ
て

い
ま
す
。

ｔ

　

こ
れ
ま
で
、
患
者
・
家
族
の
心
の
拠
り

所
で
あ
る
「
難
病
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
要

望
に
対
し
て
厚
生
省
は
、
「
全
国
忠
者
会

館
」
や
全
都
道
府
県
へ
の
「
難
病
セ
ン
タ

ー
」
の
設
立
は
困
難
で
あ
る
と
、
国
会
請

願
事
項
に
対
し
て
処
理
意
見
を
出
し
て
い

ま
し
た
が
、
さ
る
５
月
に
開
か
れ
た
公
衆

衛
生
審
議
会
成
人
病
難
病
対
策
部
会
「
難

病
対
策
専
門
委
員
会
」
へ
の
提
出
資
料
と

し
て
「
難
病
対
策
に
関
す
る
施
策
課
題
」

の
項
目
に
「
都
道
府
県
別
の
難
病
セ
ン
タ

ー
開
設
へ
の
要
望
が
あ
る
」
を
挙
げ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
２
年
連
続
し
て
衆

参
両
院
で
採
択
さ
れ
た
私
た
ち
の
要
求

　

「
全
国
患
者
会
館
と
全
都
道
府
県
に
難
病

総合的難病対策の早期確立を

　

要望する請願署名集計表

　　　　　　　　　　　　

1997年６月２日

団　体　名 著名数 団　体　名 署名数

北海道難病連

秋田県難病連

山形県難病連

福島県難病連

群馬県難病連

茨城県難病連

長野県難病連

静岡県難病連

岐阜県難病連

滋賀県難病連

京都難病連

大阪難病連

兵庫県･難病連

奈良県難病連

和歌山難病連

岡山県,難病連

香川県難病連

愛媛県難病連

48.416

　8.553

　6,852

17,760

23,120

1.-1.948

　9,065

25,370

25,388

13,633

23,641

47,845

25,411

　3,414

15,289

18,039

　9, 594

12,725

高知県難病連

佐賀県難病連

大分県難病連

宮崎県難病連

鹿児島難病連

ス　　仝　　協

全　　交　　災

心臓病守る会

全　　腎　　協

全　　低　　肺

全　　療　　協

パーキンソン

オストミー

日　患　同　盟

日　　肝　　協

日　　噛　　運

も　や　の　会

ＪＰｃ事務局

　3,316

　13,535

　7,091

　11,995

　6,<I94

　　166

　18,675

351,647

　1,578

　6, 078

　4,356

　1,651

　1,750

　　212

　2,068

　2,407

合　　計 782,083

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便

卜=
可
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-セ
ン
タ
ー
を
」
と
の
請
願
事
項
を
厚
生
省

も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

い
ま
、
厚
生
省
が
患
者
・
家
族
に
突
き

付
け
て
い
る
難
病
対
策
の
後
退
へ
の
道
を

阻
止
す
る
運
動
に
対
し
て
、
「
難
病
の
原

因
究
明
、
治
療
法
確
立
の
た
め
の
予
算
を

大
幅
に
増
額
し
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
請

願
事
項
が
国
会
で
採
択
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
は
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
と
介
護
の
拡
充
を
求
め
る

請
願
は
両
院
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
、
国
会
請
願
と
多

忙
な
時
期
を
臨
時
ア
ル
バ

イ
ト
の
手
を
借
り
て
何
と

か
の
り
き
り
ま
し
た
。
今

年
度
も
皆
様
の
ご
援
助
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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